
 

公益財団法人東京都公園協会 
 

１ 名   称  公益財団法人東京都公園協会 

２ 所 在 地 等  東京都新宿区歌舞伎町２－４４－１ 

         東京都健康プラザ「ハイジア」９階、１０階 

         〒１６０－００２１ 

         ＴＥＬ （０３）３２３２－３０１１ 

         ＦＡＸ （０３）３２３２－３０４９ 

         ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https：//www.tokyo-park.or.jp/profile/ 

３ 設 立 経 過  昭和２３年 ２月 １日  任意団体として発足 

         昭和２９年 ２月２５日  財団法人設立許可 

         平成２２年 ４月 １日  公益財団法人として設立 

４ 目的・事業     

 （１）目 的  都市緑化、公園緑地、河川及び水辺環境に関する事業を通して、都民生

活に安らぎとゆとりをもたらし、あわせて日本の文化を世界に発信する。 

 （２）事 業  ① 都市緑化及び公園緑地などに関する普及啓発、利用促進及び防災機

能の強化 

② 東京都都市緑化基金の造成、管理及び運用 

③ 河川（土砂災害防止事業を含む。）及び水辺環境に関する普及啓発、

利用促進、施設管理及び防災機能の強化 

④ 収益事業 

５ 基 本 財 産  ３億４４６３万円 

６ 役   員  （平成３０年７月１日現在） 

         理事長   佐 野 克 彦 （元東京都建設局長） 

         常務理事  田 倉 英 明 （元東京都住宅供給公社理事） 

         常務理事  五 十 嵐 政 郎 （元東京都建設局公園緑地部長） 

         理  事 有 路  信 （一般社団法人日本公園緑地協会会長） 

         理  事  井 手 久 登 （東京大学名誉教授） 

         理  事  進 士 五十八 （福井県立大学学長） 

理  事  関 根 正 人 （早稲田大学教授） 

 理  事  谷 川 真 理 （マラソンランナー） 

         理  事  西 尾 昇 治 （東京商工会議所常務理事） 

         理  事  羽 生 冬 佳 （立教大学教授） 

         理  事  松 川 淳 子 （㈱生活構造研究所取締役特別顧問） 

全国公園協会協議会 
http://www.zenkoku-kouen.gr.jp/



 

         理  事  日 浦 憲 造 （東京都建設局公園緑地部長） 

監  事  藤 堂 義 弘 （元東京都監査事務局長） 

         監  事  村 井 良 輔 （東京都建設局河川部長） 

７ 事 業 概 要     （平成２９年度） 

（１）都市緑化及び公園緑地等に関する普及啓発、利用促進及び災害対応力の強化 

① 普及・都民交流事業 

ア．都民協働事業 

（ｱ）都民協働の推進 

（ｲ）ボランティア活動への支援 

（ｳ）都民協働の参加の機会づくり 

（ｴ）日比谷公園ガーデニングショーの開催 

（ｵ）夏のおもてなしガーデントライアルの実施 

（ｶ）東京の日本庭園おもてなし協議会の運営 

（ｷ）全国公園協会協議会・首都圏公園緑地関係団体協力事業 

（ｸ）関係団体協力 

（ｹ）「東京パークフレンド（東京都公園協会友の会）」の運営 

イ．利用促進 

（ｱ）防災の取組 

（ｲ）自転車貸出業務 

（ｳ）上野恩賜公園魅力アップ事業 

ウ．情報発信・ＰＲ  

（ｱ）ホームページ、広告等によるＰＲ 

（ｲ）広報誌「緑と水のひろば」によるＰＲ 

エ．出版 

（ｱ）専門誌「都市公園」の発行 

（ｲ）専門図書「東京公園文庫」の発行 

（ｳ）「花のカレンダー」の発行 

 

② 総合カレッジ事業 

ア．緑と水の市民カレッジ講座 

 （ｱ）各講座内容を全体テーマに基づいた観点から企画・実施 

 （ｲ）年度テーマに基づき実施した特別講座（子どもの成長を育む都市公園、代々

木公園開園 50周年記念講座） 

イ．みどりの○i プラザ 



 

（ｱ）緑や都市環境に関する情報発信 

（ｲ）ボランティア活動に関する情報発信 

ウ．東京グリーンアーカイブス 

（ｱ）緑の専門図書館の運営 

（ｲ）資料収集・整理・保存 

（ｳ）レファレンス・資料活用 

エ．東京都公園協会賞 

オ．東京パークスギャラリー 

 

③ サポーター基金事業 

ア．都立公園サポーター基金 

 

④ 公園運営事業 

ⅰ 防災公園・葛西海浜公園 

ア．災害対応力の強化 

（ｱ）大規模救出救助活動拠点の確保 

（ｲ）避難場所としての取組 

（ｳ）防災体制の強化 

（ｴ）防災普及啓発の推進 

イ．東京のシンボルパークとしての魅力向上 

（ｱ）シンボルパークとして魅力を高めるイベントの開催 

（ｲ）スポーツ・レクリエーション事業の充実 

（ｳ）様々な主体とのパートナーシップの推進 

    ウ．生物多様性や景観に配慮した公園環境の整備 

（ｱ）安全・快適な公園環境の整備 

（ｲ）シイボルパークにふさわしい景観の創出 

（ｳ）生物多様性に配慮した維持管理 

 

ⅱ 都市部の公園・南部 

    ア．歴史や文化を伝える緑豊かな風格ある公園づくり 

（ｱ）造園技能を活かした日本文化の発信 

（ｲ）共同作業による美しい緑空間の創出 

（ｳ）歴史ある樹木の良質な維持管理 

イ．多様な主体とのパートナーシップによる公園と地域の魅力アップ 



 

（ｱ）都民協働の推進 

（ｲ）企業や地域団体等との連携 

ウ．公園のポテンシャルを活かした千客万来プロジェクト 

（ｱ）ノウハウを生かしたイベントの開催 

（ｲ）多言語対応等のおもてなし 

（ｳ）花壇の魅力を活かした新たなサービスの提供 

エ．安全・安心・快適性の向上 

 （ｱ）適正化に向けた取組 

 （ｲ）災害時対応に向けた取組 

 （ｳ）利用者マナー向上の取組 

 （ｴ）防災の取組 

オ．東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催に向けた機運醸成 

 （ｱ）スポーツプログラム開催による機運醸成 

 

   ⅲ 都市部の公園・北部 

ア．公園の魅力向上と次世代への継承 

（ｱ）生物多様性保全に配慮した維持管理 

（ｲ）水とみどりのフィールドミュージアム事業の推進 

（ｳ）次世代を担う子どもたちの育成 

イ．公園を核とした地域活力の向上 

（ｱ）多様な主体と連携・協力した地域活性化 

（ｲ）東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会を契機としたスポーツの

推進 

ウ．公園の存在価値と地域の安全・安心の向上 

（ｱ）景観形成に資するみどりの質の向上 

（ｲ）防災の取組 

（ｳ）安全・安心、快適性の向上 

 

   ⅳ 神代植物公園 

ア．江戸園芸文化の保存・継承 

（ｱ）江戸園芸植物の保存・継承 

（ｲ）江戸園芸文化を体験するイベントの開催 

（ｳ）江戸園芸に係る講演会を開催 

イ．植物多様性保全の拠点づくり 



 

（ｱ）植物多様性の大切さの普及啓発 

（ｲ）「植物多様性センター」を拠点とした植物多様性保全のネットワークづくり 

ウ．植物資源の充実 

（ｱ）植物コレクションの拡充 

（ｲ）「魅せる」展示の実施 

エ．情報発信の強化 

（ｱ）植物公園の魅力を広く伝える情報発信 

オ．来園者サービスの向上 

 （ｱ）楽しみながら植物を学べるイベントの開催 

 （ｲ）セルフガイドツール等による園内ガイドの充実 

 （ｳ）ユニバーサルデザイン等に配慮した園内環境の整備 

カ．災害対応力の強化 

 （ｱ）避難場所及び大規模救出救助活動拠点としての機能強化 

 （ｲ）近隣住民や消防等と連携した防災訓練の実施 

 （ｳ）防災の普及啓発を推進 

 

 

ⅵ 多摩丘陵の公園 

ア．豊かな里山環境の保全・創出と次世代への継承 

（ｱ）生物多様性に配慮した環境の管理 

（ｲ）里山の景観を活かした「里山パークビュー」の創出 

（ｳ）生物多様性に関する普及啓発活動の充実 

（ｴ）公園の魅力発信 

イ．里山の利活用を通じた健康増進、いきがい、愛着の醸成 

（ｱ）都民協働による里山保全活動の推進 

（ｲ）公園特性を活かした健康増進イベントの実施 

（ｳ）里山の資源を活用した野外体験プログラムの開催 

ウ．公園を核とした地域活性化への取組 

（ｱ）住民と連携したイベント開催による地域活性化 

（ｲ）広域連携の一層の推進 

（ｳ）多世代交流や子育て支援の場としての機能強化 

（ｴ）防災の取組 

 

ⅶ 自然公園（大神山を含む） 



 

ア．利用者サービスの向上に繋がる情報の収集と提供 

（ｱ）情報収集 

（ｲ）情報提供 

イ．自然、文化資源を活用したプログラム展開による利用促進 

（ｱ）インタープリテーションプログラムの展開 

ウ．自然環境の保護保全を考慮した園地管理 

（ｱ）生物多様性に配慮した環境の管理 

エ．地域、都民と連携した公園イベントの運営 

（ｱ）ボランティア、ＮＰＯ、企業と協働した活動 

（ｲ）地域の団体、機関との取組 

    オ．防災の取組 

     （ｱ）防災の取組 

 

⑤庭園運営事業 

ⅰ 文化財庭園 

ア．｢保存管理計画｣に基づく質の高い維持管理と伝統技術の保存・継承 

（ｱ）｢保存管理計画｣に基づく質の高い維持管理 

（ｲ）作庭意図を把握した維持管理 

（ｳ）貴重な樹木の重点的な管理 

（ｴ）伝統技術の継承と人材育成 

（ｵ）歴史、文化、景観等に関する知識を有する人材の育成 

（ｶ）庭園アドバイザーによる助言・指導 

イ．質の高いサービスの提供と利用者層の拡大 

（ｱ）利用者サービスの向上 

（ｲ）利用者層の拡大と利用促進 

ウ．庭園の魅力アップと江戸東京の庭園文化の発信 

（ｱ）庭園の魅力発信 

（ｲ）自然の魅力を活かした取組 

（ｳ）歴史資源を活かした取組 

（ｴ）連携イベントの実施 

エ．防災の取組 

 （ｱ）防災の取組 

 

 



 

⑥霊園・葬儀所運営事業 

ⅰ 霊園 

ア．公正・的確な霊園事務 

（ｱ）墓地管理事務 

（ｲ）使用手続 

（ｳ）新規貸付事務 

（ｴ）無縁墳墓に関する在籍調査 

（ｵ）霊園業務研修の実施 

イ．安全・快適で静謐・清楚な環境維持及び都市の防災活動拠点としての機能 

（ｱ）植物の保全・育成管理 

（ｲ）清掃、廃棄物処理 

（ｳ）施設保守点検、補修 

（ｴ）適切な墓所管理の普及 

（ｵ）防災の取組 

ウ．お客様の立場に立ったきめ細かなサービス 

（ｱ）８霊園１葬儀所専用ホームページによる情報提供 

（ｲ）案内・接遇サービス 

（ｳ）墓所清掃道具、車イス等の貸出 

（ｴ）園内マップへの著名人墓所掲載、配布 

（ｵ）緑や歴史・文化のマップの配布（多磨、八柱、小平、八王子、青山） 

（ｶ）彼岸時の園内バスの運行（八王子） 

（ｷ）「献花式」の開催（多磨、八柱、小平） 

エ．周辺地域や都民との連携 

（ｱ）地域住民、団体等と連携したイベントの開催（八柱） 

（ｲ）近隣住民等と取り組む霊園クリーンキャンペーン等の実施 

  （多磨、八柱、小平、八王子、雑司ケ谷、染井） 

（ｳ）ボランティア活動による園内清掃・花壇管理等の実施 

  （青山、谷中、雑司ヶ谷、染井） 

   

ⅱ 瑞江葬儀所 

ア．平等かつ公平な管理運営 

（ｱ）特定宗教・宗派にとらわれない対応 

（ｲ）受付案内、遺族控室への湯茶サービス 

（ｳ）施設の使用許可、火葬及び分骨証明の発行 



 

（ｴ）利用者のプライバシ－保護の徹底 

（ｵ）使用料・手数料の徴収 

イ．円滑かつ確実な火葬業務 

（ｱ）火葬業務 

（ｲ）施設保守 

ウ．質の高いサービスの提供 

（ｱ）葬儀所接遇研修等によるＣＳの推進 

（ｲ）厳粛性の確保 

（ｳ）バリアフリーの推進等 

（ｴ）火葬予約の利便性向上 

（ｵ）清潔な環境維持 

（ｶ）環境に配慮した施設補修 

（ｷ）８霊園１葬儀所専用ホームページによる情報提供 

エ．周辺住民に配慮した利用環境の提供 

（ｱ）地域との良好な関係の構築 

（ｲ）環境への配慮 

オ．防災の取組 

 （ｱ）防災の取組 

⑦調査・研究事業 

 ア．江戸園芸植物の保存・育成・活用事業 

  （ｱ）江戸園芸植物や巨樹・名木等の保存・育成 

  （ｲ）江戸園芸植物や巨樹・名木等の資源情報の蓄積と発信 

 イ．樹木・樹林の健全育成事業 

  （ｱ）樹木診断技術の外部発信 

  （ｲ）樹木病害虫対策 

  （ｳ）樹木点検・診断 

 ウ．持続可能な環境管理推進事業 

  （ｱ）生物多様性の保全と普及・啓発 

  （ｲ）循環型管理の取組 

 エ．公園等維持管理力向上事業 

  （ｱ）公園施設の点検、補修修繕 

  （ｲ）グリーンバンクの運営 

  （ｳ）維持管理技術者の育成 

 オ．技術改善事業 



 

  （ｱ）技術マニュアル作成 

  （ｲ）維持管理技術の開発と蓄積 

  （ｳ）安全管理対策の推進 

 カ．気象災害対策事業 

  （ｱ）リアルタイムの気象情報の把握 

  （ｲ）気象情報への迅速な対応 

 

（２）東京都都市緑化基金の造成、管理及び運用 

①緑化助成 

ア．街かど緑化支援 

イ．花壇・庭づくり活動支援 

ウ．界わい緑化推進プログラムに基づく緑化活動支援 

②緑化普及 

ア．都市緑化の普及・啓発 

 （ｱ）東京都都市緑化基金の広報活動 

 （ｲ）普及拠点づくり 

 （ｳ）人材育成 

 （ｴ）都市緑化を推進・普及する団体等への助成 

イ．花の種子配布 

（３）河川（土砂災害防止事業を含む。）及び水辺環境に関する普及啓発、利用促進、 

施設管理及び防災機能の強化 

①水辺魅力アップ事業 

ア．水辺地域連携 

（ｱ）隅田川花守さん支援 

（ｲ）河川ボランティア助成 

（ｳ）地域連絡会への参画 

（ｴ）教育関係団体等との連携 

イ．水辺教育・学習 

（ｱ）リバーガイドボランティア育成・活用 

（ｲ）水辺環境学習等 

（ｳ）テクニカルツアー 

ウ．水辺利用促進・ＰＲ 

（ｱ）賑わいテラス 

（ｲ）東京水辺百景フォトコンテスト 



 

（ｳ）水辺利用の更なる促進 

②水上バス活用事業 

災害時に東京都の所有船舶 3隻（水上バス「さくら」「あじさい」「こすもす」）で、

救援隊、医療チーム、帰宅困難者や救援物資等の輸送を担う防災船としての役割を

果たし、いつでも出動できるよう、水上バスの船体及び機関の維持管理に努めた。 

さらに、東京都、地元行政機関、警察、消防、海上保安庁、自衛隊等と連携して

実践的な防災訓練を実施し、防災船としての災害対応力を強化した。 

また、水上バスを平常時に有効活用するため、隅田川、荒川及び臨海エリアで運

航し、多くの都民に水辺とふれあえる船旅を提供し、東京都の河川事業の普及啓発

を図った。 

③河川・水辺保全業務 

ア．河川管理施設等の管理 

（ｱ）調節池管理 

（ｲ）防災船着場管理 

（ｳ）情報提供装置管理 

（ｴ）水上バス保守管理 

イ．発着場等の管理 

ウ．水辺環境の保全 

エ．暫定係留施設 

オ．防災船着場の活用 

カ．扇橋閘門の運転 

キ．河川事業支援 

（ｱ）土砂災害対策 

（ｲ）河川工事監督 

（４）収益事業 

①公園収益事業 

ア．常設売店 

浜離宮恩賜庭園をはじめ２１公園１葬儀所の３１箇所で売店を経営した。 

イ．飲食店 

日比谷公園をはじめ３箇所で飲食店を経営した。 

ウ．自動販売機（フルサービス） 

  合計３２０台（２１８台は災害救援型） 

エ．その他売店 

水元公園をはじめバーベキュー売店５箇所、清澄庭園配膳室等を経営した。 



 

オ．スポーツランド 

井の頭自然文化園内スポーツランドの遊戯施設を経営した。 

カ．ボート場 

上野恩賜公園・石神井公園・井の頭恩賜公園及び善福寺公園でボート場を経営し 

た。 

キ．パークトレイン 

葛西臨海公園内で周遊トレインを運行した。 

ク．駐車場 

上野恩賜公園をはじめ３３公園で駐車場５１箇所を経営した。 

ケ．その他公園収益 

公園・庭園等で臨時売店を出店した。 

 浜離宮恩賜庭園においてユニークベニュー事業を実施した。 

②水辺収益事業 

ア．水辺駐車場 

河川事業未利用地の有効活用を図るため、東京都から占用許可を受けて、定期駐 

車場１０箇所を経営した。 

 

８ 指定管理者 

 （１）指定管理者制度導入の有無 

    有 

（２）指定管理者としての受託の有無 

   有 

（３）指定管理者としての受託施設の内訳 

   一般公園：４３ 

   有料公園：１０（庭園等含む） 

ビジターセンター：２ 

霊園：８ 

葬儀所：１ 

有料施設：０ 

（スポーツ施設、資料館等） 

９ 交付金・補助金・助成金  「０」 

 



 

10 決 算 概 要     （平成２９年度） 

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表 
平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで 

（単位：円） 

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　(1)経常収益

　　　基本財産運用益 2,247,258 0 0 2,247,258

　　　特定資産運用益 37,926,402 553,928 0 38,480,330

　　　事業収益 10,421,140,784 4,573,029,908 0 14,994,170,692

　　　受取寄付金 6,041,778 0 0 6,041,778

　　　雑収益 2,650,573 1,537,985 546,103 4,734,661

　　　経常収益計 10,470,006,795 4,575,121,821 546,103 0 15,045,674,719

　　(2)経常費用

　　　事業費 10,682,092,846 4,031,582,102 0 14,713,674,948

　　　管理費 0 0 29,710,093 29,710,093

　　　経常費用計 10,682,092,846 4,031,582,102 29,710,093 0 14,743,385,041

　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 △ 212,086,051 543,539,719 △ 29,163,990 302,289,678

　　　　評価損益等計 0 0 0 0 0

　　　当期経常増減額 △ 212,086,051 543,539,719 △ 29,163,990 0 302,289,678

　２．経常外増減の部

　　(1)経常外収益

　　　経常外収益計 0 0 0 0 0

　　(2)経常外費用

　　　固定資産除却損 405,066 29,939,425 0 30,344,491

　　　経常外費用計 405,066 29,939,425 0 0 30,344,491

　　当期経常外増減額 △ 405,066 △ 29,939,425 0 △ 30,344,491

　　他会計振替額 252,729,829 △ 281,893,819 29,163,990 0

　　税引前当期一般正味財産増減額 40,238,712 231,706,475 0 0 271,945,187

　　　法人税、住民税及び事業税 0 71,713,164 0 71,713,164

　　　法人税等調整額 0 2,184,883 0 2,184,883

　当期一般正味財産増減額 40,238,712 157,808,428 0 0 198,047,140

　一般正味財産期首残高 1,433,304,946 2,593,297,491 0 4,026,602,437

　一般正味財産期末残高 1,473,543,658 2,751,105,919 0 0 4,224,649,577

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　受取寄付金 23,837,510 0 0 23,837,510

　　　特定資産運用益 38,492,098 0 0 38,492,098

　　　一般正味財産への振替額 △ 43,917,238 0 0 △ 43,917,238

　当期指定正味財産増減額 18,412,370 0 0 0 18,412,370

　指定正味財産期首残高 2,867,309,032 0 0 2,867,309,032

　指定正味財産期末残高 2,885,721,402 0 0 0 2,885,721,402

Ⅲ　正味財産期末残高 4,359,265,060 2,751,105,919 0 0 7,110,370,979

科　　　目 法人会計 内部取引消去 合　計公益目的事業会計 収益事業等会計

 

 

 

 

 



 

11 諸 規 定 

（１） 定款 

（２） 評議員会規則 

（３） 評議員選定委員会規則 

（４） 理事会規則 

（５） 役員等職務権限規程 

（６） 役員等費用弁償規程 

（７） 監事監査規程 

（８） 事務局の組織に関する規程 

（９） 規程管理規程 

（10）文書管理規程 

（11）情報公開規程 

（12）個人情報の保護に関する規程 

（13）リスク管理規定 

（14）内部通報規程 

（15）就業規則 

（16）契約職員就業規則 

（17）臨時職員就業規則 

（18）給与規程 

（19）旅費規程 

（20）東京都派遣職員に係る特殊勤務手当に関する規程 

（21）退職給与金並びに死亡給与金支給規程 

（22）安全衛生管理規程 

（23）財産管理運用規程 

（24）財務会計規程 

（25）東京都都市緑化基金設置規程 

（26）東京都都市緑化基金運用委員会規程 

（27）東京都公園協会賞及び基金に関する規程 

（28）東京都公園協会賞規程 

（29）緑と水の市民カレッジ設置運営規程 

（30）暫定係留施設使用船舶等の乗降客用施設及び給油場所に関する管理運営規程 

（31）安全管理規程 

（32）公園有料駐車場管理規程 

（33）特定個人情報の保護に関する規程 



 

（34）特定費用準備資金等取扱規程 

（35）無期転換職員等就業規則 




